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厚生労働省に寄せられた「国民の皆様の声」の集計報告について 

 

 

 

 

 

 

別紙 

○厚生労働省に寄せられた「国民の皆様の声」の集計報告（平成 28 年２月 16 日） 

 

（本省受付分：平成 28 年１月１日から平成 28 年１月 31 日受付分） 

（地方受付分：平成 27 年 12 月 26 日から平成 28 年１月 25 日受付分） 

 

 

平成 28 年２月 16 日 

【照会先】 

大臣官房総務課情報公開文書室 

 室   長 矢野 正枝 

 室長補佐 坂本 久美夫（内線 7133） 

（代表電話） 03（5253）1111 

 

 厚生労働省に寄せられる「国民の皆様の声」につきましては、厚生労働行政の政策改善

につながるきっかけとなるものであることから、１か月分の集計結果と現時点での対応等を

取りまとめましたので、お知らせいたします。 

  



（単位：件）

来訪 電話 手紙 FAX メール 計

2 359 0 0 3,642 4,003

0 7 0 0 2 9

統計情報部 0 9 0 0 7 16

医政局 0 136 11 0 86 233

健康局 0 136 0 0 130 266

医薬・生活衛生局 0 381 0 0 38 419

生活衛生・食品安全部 0 4 0 0 69 73

労働基準局 0 410 0 0 144 554

職業安定局 0 73 0 0 163 236

職業能力開発局 0 5 0 0 20 25

雇用均等・児童家庭局 0 66 5 0 142 213

社会・援護局 0 510 33 30 102 675

障害保健福祉部 0 48 2 0 44 94

老健局 0 95 0 0 2 97

保険局 0 314 0 0 78 392

年金局 0 77 0 0 48 125

政策統括官 0 0 0 0 21 21

日本年金機構　※ 111 448 69 3 121 753

113 3,078 120 33 4,859 8,204

国民の皆様の声の内訳

　政策・制度立案への提言 335

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 1,255

　法令遵守違反に関するもの 0

　その他 6,614

※ 主な国民の皆様の声は、担当部局別に次ページ以降に添付してあります。

※件数は本省受付分のみの件数になります。

※地方受付分につきましては、内容欄の末尾に〈地方受付分〉と記載しています。

　〈〉の記載のないものは、本省受付分になります。

※地方受付分につきましては、12月26日～１月25日までを対象とし、代表的な御意見を

　 記載しています。

↓

合　　計

平成28年２月16日
大臣官房総務課情報公開文書室

厚生労働省に寄せられた国民の皆様の声・集計報告

組　織　名

行政相談室
（各部局に属さないもの）

大臣官房

平成28年１月１日～１月31日受付分

※　日本年金機構分は、上の表にない「地方自治体からの照会分」の１件を合わせ、753件

別紙

1



件 件 件 件 件 件

件

件

件

件

分類

1

①

2

①

3

①

4

①

5

①

6

④

7

確定申告における医療費控除の取扱いについて、詳しく聞きた
い。

国税庁に御確認くださいますよう、御案
内いたしました。

児童手当の支給手続きのあり方について、教えてほしい。（メー
ル）

内閣府に御確認くださいますよう、御案
内いたしました。

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を検討中、④国民
の皆様の声の内容を組織で共有する、⑤その他、に分類。

マイナンバー制度全体に関するご要望やご意見が複数寄せら
れました。（電話・メール）

マイナンバーを所管する内閣官房に御
要望や御意見をお伝えくださいますよ
う、御案内いたしました。

厚生労働大臣と直接会話をして意見を言いたいので大臣に代
わってほしい。意見の内容はその時に申し上げる。

内容に応じて、所管部局が組織として
責任をもって御意見等を承ることを説
明し、了承を得ました。

※その他、民間の生命保険に関することや、金融機関に関する
こと等、厚生労働省の施策以外の電話やメールがありました。

0 0

消費者庁に御相談くださいますよう、御
案内いたしました。

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 0

地球温暖化の防止に関して、意見を述べたいので、相談先を教
えてほしい。（電話）

食品の消費期限や賞味期限を分かりやすく、表示してほしい。
また、それらの期限を延長してはどうか。（電話）

環境省に御相談くださいますよう、御案
内いたしました。

（主な国民の皆様の声）

項番 内　　容

4003

対　　応

概　　要

　法令遵守違反に関するもの

国民の皆様の声・集計報告票

部局（課室）名 行政相談室

平成２８年１月１日～１月３１日受付分
照　会　先

相談係長　　小嶋　克利（内線7134）
（03）5253-1111（代表）

メール 合計

0

国民の皆様の声の
内訳

　その他 4003

国民の皆様の声
把握方法別件数
（本省受付分）

来訪 電話

　政策・制度立案への提言 0

3642

手紙 FAX

2 359

2



件 件 件 件 件 件

件

件

件

件

分類

1

④

国民の皆様の声
把握方法別件数
（本省受付分）

子育てをしながら就職を希望している女性のための相談窓
口はあるが、介護と仕事を両立するための相談窓口がないの
で、作ってほしい。
自分のように独身女性で介護のために仕事ができず困って
いる人がたくさんいる。（地方局受付分）

対　　応
内　　容

－

メール 合計

－ －

来訪 電話

－

手紙 FAX

－ －

国民の皆様の声・集計報告票

部局（課室）名  大臣官房地方課企画室

照　会　先  企画係　田中、松永（内線７２５５）

平成２８年１月１日～１月３１日受付分

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を検討
中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する、⑤その他、に分類。

国民の皆様の声の
内訳

　政策・制度立案への提言 －

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） －

　法令遵守違反に関するもの －

　その他 －

（主な国民の皆様の声）

項番
概　　要

具体的な職業相談や就職活動に関する
相談ではなく、意見を伝えたかったとのこと
であったため、ご意見として承る旨回答し
た。
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件 件 件 件 件 件

件

件

件

件

分類

1

①

2

①

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を検討
中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する、⑤その他、に分類。

新着情報配信サービスが届かなくなりました。送付してく
ださい。

平素より厚生労働省のメール配信サービ
スをご利用いただきありがとうございま
す。
ご要望のありました件について、下記のと
おり回答いたします。
当省でご要望者様の登録されているアド
レスを確認したところ、メール配信済と
なっていることを確認いたしましたので当
省のメール配信につきましては、正常に配
信しております。
つきましては、お手数ですがご要望者様
の環境、プロバイダ側での状況を含めてご
確認いただきますようお願い申し上げま
す。

皮膚病患者数の推移について調べましたが、統計の新しい
ものはないのでしょうか。推移を調べたいのですが、ご協力
ください。

患者調査にて集計を行っている推計患者
数及び総患者数についてご案内いたしま
す。
皮膚に関する傷病につきましては、下記
に掲載のある結果表(ＣＳＶ形式)から「Ｘ
Ⅱ 皮膚及び皮下組織の疾患」等の患者数
をご覧いただきますようお願いいたしま
す。なお、年次推移でまとめた結果表はご
ざいませんので、大変お手数ではございま
すが、各調査年の結果表をご覧いただきま
すようお願いいたします。

＜結果表 掲載先＞
Ｈ２６ 推計患者数：閲覧第４表
http://www.e-stat.go.jp/
SG1/estat/List.do?lid=000001141598

Ｈ２６ 総患者数：上巻第６３表
http://www.e-stat.go.jp/
SG1/estat/List.do?lid=000001141596

国民の皆様の声の
内訳

　政策・制度立案への提言 0

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 0

　法令遵守違反に関するもの 0

　その他 16

（主な国民の皆様の声）

項番 内　　容
対　　応

概　　要

合計

0 9 0 0 7 16

メール国民の皆様の声
把握方法別件数
（本省受付分）

来訪 電話 手紙 FAX

国民の皆様の声・集計報告票

部局（課室）名 大臣官房統計情報部

平成２８年１月１日～１月３１日受付分
照　会　先 企画課庶務係 渡辺（７３４２）、高橋（７３３４）
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件 件 件 件 件 件

件

件

件

件

分類

1

①

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を
検討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する、⑤その他、に分類。

あん摩マツサージ指圧師の国家資格を持ち その者があん
摩治療院を行っている場所で、病院からの治療許可を得て
いる方に対し、有資格者の指導の下 無資格者（マッサージ
店で経験年数がある者）があん摩（マッサージ）を行っても良
いでしょうか。

有資格者の指導の下であっても、無
資格者があん摩マッサージ指圧行為
を行うことはできません。
実際にそのような事例がございました
ら、最寄りの保健所もしくは地方厚生
局に情報提供いただきますようお願
いいたします。

国民の皆様の声の
内訳

　政策・制度立案への提言 53

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 47

　法令遵守違反に関するもの 0

　その他 133

（主な国民の皆様の声）

項番 内　　容
対　　応

概　　要

合計

0 136 11 0 86 233

メール国民の皆様の声
把握方法別件数
（本省受付分）

来訪 電話 手紙 FAX

国民の皆様の声・集計報告票

部局（課室）名 医政局

平成２８年１月１日～１月３１日受付分

照　会　先 項目１　医事課総務係（内線2566）
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件 件 件 件 件 件

件

件

件

件

分類

1 ①

2 ①

国民の皆様の声・集計報告票

部局（課室）名 健康局

平成２８年１月１日～１月３１日受付分
照　会　先

健康局総務課
日野（内線２３１３）
（ダイヤルイン０３－３５９５－２２０７）

国民の皆様の声
把握方法別件数
（本省受付分）

来訪 電話 手紙 FAX 合計

0 136 0 0 130 266

メール

国民の皆様の声の
内訳

　政策・制度立案への提言 16

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 86

　法令遵守違反に関するもの 0

　その他 164

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を
検討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する、⑤その他、に分類。

Ｂ型肝炎ワクチンが10月から開始されるという報道があった
が本当か。

定期予防接種の制度立案に関する手
続きについて御説明しました。

（主な国民の皆様の声）

項番 内　　容
対　　応

概　　要

ハンセン病の補償金の請求期限に関する問い合わせ（NHK
ニュース、政府広報（新聞突出し）を御覧になったことに伴う
お問い合わせ）

補償金に関する経緯、補償金を受け
取るために必要な手続き等について
ご説明し、希望された方に対しては訴
訟手続きに関する相談先を紹介しま
した。
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件 件 件 件 件 件

件

件

件

件

分類

1

①

2

①

3

①

4

①

5

①

38 419

国民の皆様の声の
内訳

　政策・制度立案への提言 0

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 0

　法令遵守違反に関するもの 0

　その他 419

国民の皆様の声・集計報告票

部局（課室）名 医薬・生活衛生局

平成２８年１月１日～１月３１日受付分
照　会　先

書記室管理係長
池田　大輔（内線２７０４）

下記ＵＲＬに掲載されている改正政省令、
通知等をご案内しつつ、制度の内容につ
いて説明しました。
http://www.nihs.go.jp/mhlw/chemical/ka
tei/hourei.html

特定Ｃ型肝炎ウイルス感染者救済特別措置法に基づく、特定の
フィブリノゲン製剤や血液凝固第IX因子製剤を投与されたことに
よってＣ型肝炎ウイルスに感染した場合の救済制度の利用につい
て相談したい。

厚生労働省では、専用窓口である「フィブ
リノゲン製剤等に関する相談窓口」を設
けています。
（電話番号：　0120-509-002）

参考：　厚生労働省ＨＰ
http://www.mhlw.go.jp/kinkyu/fivu/1201
04-1.html

0

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を
検討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する、⑤その他、に分類。

国民の皆様の声
把握方法別件数
（本省受付分）

来訪 電話 手紙 FAX

対　　応

メール

化血研が製造販売しているインフルエンザワクチンや血液製剤を
使っても大丈夫なのか。

現在出荷されている製品は、専門家会議
（審議会）における検討も踏まえた上で、
出荷停止を解除したものであること、不正
製造に伴う副作用の発生については報
告されていない旨をご説明しました。

家庭用品規制法における、平成２８年４月１日施行のアゾ染料の
規制について、内容をお伺いしたい。

合計

観光や就学等で来日される予定の外国の方より、常備薬を持参す
る場合の手続についてご照会がありました。

厚生労働省のホームページをご案内し、
手続についてご説明いたしました。

参考：　厚生労働省ＨＰ
http://www.mhlw.go.jp/english/policy/he
alth-medical/pharmaceuticals/01.html

概　　要

医療機器の承認審査制度等に関する質問がありました。 ＰＭＤＡホームページ等を紹介するなどし
て対応致しました。

（主な国民の皆様の声）

項番

381 0

内　　容

0
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件 件 件 件 件 件

件

件

件

件

分類

1

①
④

国民の皆様の声・集計報告票

部局（課室）名 生活衛生・食品安全部

平成２８年１月１日～１月３１日受付分
照　会　先 企画情報課　後藤（内線　２４９３）

国民の皆様の声
把握方法別件数
（本省受付分）

来訪 電話 手紙 FAX 合計

0 4 0 0 69 73

メール

消費期限や賞味期限がまだ残っている食品を、産業廃棄物
として廃棄するのはもったいない事だと思う。消費期限や賞
味期限の見直しを行い、もう少し長く伸ばすようにしたらよい
と思う。厚労省でも食品の廃棄のあり方について検討しては
どうかと思う。

国民の皆様の声の
内訳

　政策・制度立案への提言 10

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 12

消費期限や賞味期限の見直しについ
ては消費者庁の所管である旨説明
し、国民の皆様の声の内容を組織で
共有いたしました。

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を
検討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する、⑤その他、に分類。

　法令遵守違反に関するもの 0

　その他 51

（主な国民の皆様の声）

項番 内　　容
対　　応

概　　要
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件 件 件 件 件 件

件

件

件

件

分類

1

➀

2

➀

労働安全衛生法の健康管理手帳に基づく健康診断の日時を
変更したいが、どうしたら変更できるのか。＜地方受付分＞

健康診断の受診日については、各健
康診断実施機関から御案内しており、
その日時調整についても当該機関が
行っていることを説明し、直接、健康
診断実施機関に御連絡いただくよう説
明しました。

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を
検討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する、⑤その他、に分類。

項番 内　　容
対　　応

概　　要

労働保険料の期別納付書は納期限の直前に送られてくるが、
発送が遅いのではないか。改善されないのか。＜地方受付分
＞

納付書の送付は、労働保険の制度
上、対象となる事業場の成立・廃止が
頻繁に行われるため、発送にあたって
は発送直前の事業場データを基に作
成していることを説明しました。

国民の皆様の声・集計報告票

部局（課室）名 労働基準局総務課

平成２８年１月１日～１月３１日受付分
照　会　先

課長補佐　　中村　克美（内線５５５４）
広報係長　　田村　愛（内線５５８２）

メール 合計

（主な国民の皆様の声）

国民の皆様の声
把握方法別件数
（本省受付分）

来訪 電話 手紙 FAX

0 410 0 0

国民の皆様の声の
内訳

　政策・制度立案への提言 39

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む）

　その他 329

144 554

186

　法令遵守違反に関するもの 0

9



件 件 件 件 件 件

件

件

件

件

分類

1

①
④

2

①
②

3

①
②

国民の皆様の声・集計報告票

部局名 職業安定局

平成２８年１月１日～１月３１日受付分

照　会　先

＜本省受付分＞
　 公共職業安定所運営企画室
       広報担当官　穴吹敏規（内線5682）
       広報係長　　 矢野理恵子（内線5739）
  ＜地方受付分＞
　 中央職業安定監察官室
　　中央職業安定監察官
　                      上園　敬一（内線5655）
　                       （直通：03-3502-6768）

国民の皆様の声
把握方法別件数
（本省受付分）

来訪 電話 手紙 FAX 合計

0 73 0 0 163 236

メール

高齢（６２歳）の求職者の方が正社員の求人に応募したが、
面接の中で年齢で断られたとの苦情が寄せられた。

ハローワークでは、事業所に対して、
応募者の年齢だけで判断するのでは
なく、これまでの経験や能力によって
適正に判断していただくよう指導して
いることを説明して、理解していただ
きました。

国民の皆様の声の
内訳

　政策・制度立案への提言 0

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 42

　法令遵守違反に関するもの 0

　その他 194

（主な国民の皆様の声）

項番 内　　容
対　　応

概　　要

求人票に「入居可能住宅」の記載があるが、有料・無料の表
示がない。特に有料の場合は、金額の表示をしてもらいた
い。

求人票受理の際は、できる限り内容
の把握を行い、求人票に明示するよう
努めていることを説明し、ご理解をい
ただきました。

「できれば土曜日に開庁してほしい」と利用者提案カードによ
る投書があった。

県内の時間外・土曜日開庁を行って
いる安定所について所内に掲示する
ともに、幹部会議の中で、所長よりこ
のような利用者の声・要望があること
を各自しっかり受け止め窓口対応を
するよう指示しております。

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を検討中、
④国民の皆様の声の内容を組織で共有する、⑤その他、に分類。
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分類

4

①
④

5

②

6

②

中高年優先求人を作ってほしい。
中高年の未経験職種への道を作ってほしい。

ハローワークでは、年齢に関係なく、
応募される方の適性や能力を基準と
して選考するよう求人事業者を指導し
ていることから、お申し出のあった中
高年優先の求人を作成することはで
きませんので、ご理解いただきますよ
うお願いいたします。また、「中高年の
未経験職種への道を作ってほしい」と
のことですが、窓口でご相談いただけ
れば、求人開拓等を含め個別に対応
させていただくことを説明し、ご理解を
いただきました。

（主な国民の皆様の声）

項番 内　　容
対　　応

概　　要

「閉庁時も求人情報紙を常時入手できるような場所に棚など
を設置してほしい。」との利用者提案カードが意見箱に投函
された。

安定所内において、次の検討結果を
公開しています。
現在、求人情報紙を庁舎外の掲示板
に貼付していますが、ご要望のとお
り、閉庁時の求人情報提供サービス
向上として、安定所玄関横に専用の
「求人情報紙ボックス」を設置すること
といたしました。

「温度が高くて暑いです。集中できません。」【投書】 庁舎出入口と奥側で温度差が大きい
ため、適温に調整することが難しい状
況です。職員等の健康にも配慮する
必要があるため、当面は温度調整を
こまめにすることといたします。

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を検討中、
④国民の皆様の声の内容を組織で共有する、⑤その他、に分類。
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件 件 件 件 件 件

件

件

件

件

分類

1

①
④

国民の皆様の声・集計報告票

部局（課室）名 職業能力開発局総務課

平成２８年１月１日～１月３１日受付分
照　会　先

総務課長補佐　山口　正行　 （内線５９０７）
総務係長　　　　白鳥　千代子（内線５９１１）
（直通　０３－３５０２－６７８３）

国民の皆様の声
把握方法別件数
（本省受付分）

来訪 電話 手紙 FAX

概　　要

合計

0 5 0 0 20 25

メール

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を検討中、
④国民の皆様の声の内容を組織で共有する、⑤その他、に分類。

外国人技能実習制度の見直しの内容などについてご質問が
ありました。

見直しの内容などについてご説明し、
ご理解いただくとともに、担当者間で
共有させていただきました。

国民の皆様の声の
内訳

　政策・制度立案への提言 10

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 4

　法令遵守違反に関するもの 0

　その他 11

（主な国民の皆様の声）

項番 内　　容
対　　応
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件 件 件 件 件 件

件

件

件

件

分類

1

①

2

①

国民の皆様の声・集計報告票

部局（課室）名 雇用均等・児童家庭局

国民の皆様の声
把握方法別件数
（本省受付分）

来訪 電話 手紙 FAX 合計

0 66

照　会　先

5

総務課　課長補佐　竹野佑喜
                  （内線7817)

平成２８年１月１日～１月３１日受付分

メール

0 142 213

国民の皆様の声の
内訳）

　政策・制度立案への提言 26

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 22

　法令遵守違反に関するもの 0

　その他 165

項番

（主な国民の皆様の声）

内　　容
対　　応

概　　要

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を検討中、
④国民の皆様の声の内容を組織で共有する、⑤その他、に分類。

育児・介護休業法の改正について、介護休業の分割取得が認め
られるようになると聞いたが、いつからか。

労働政策審議会で諮問・答申された要綱
を紹介し、要綱では平成２９年１月１日と
されている旨を回答しました。
※当該規定の施行日を平成２９年１月１
日とする法案が、１月２９日に国会に提出
されています。

同じ職場で働くパート職員から、所属長によるセクハラの相談をさ
れた。所属長は何もなかったように接しているが、うやむやにして
はいけないと思っている。どうしたらよいか。

男女雇用機会均等法では、職場におけ
るセクハラ防止のために雇用管理上必要
な措置を講じることを事業主に義務付け
ています。都道府県労働局雇用均等室で
は、セクシュアルハラスメントに関する相
談を受け付けており、法違反があった場
合は行政指導も行っています。
労働者と事業主間でトラブルが生じてい
る場合には、当事者の一方または双方の
申し出があれば、紛争解決援助、調停等
の早期解決のための援助を行っていま
す。
援助の対象となるのは、紛争の当事者
である労働者及び事業主であるため、ま
ずはご本人から、お勤めの事業所の所在
地にある雇用均等室にご相談いただくよ
うご案内しました。
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件 件 件 件 件 件

件

件

件

件

分類

1

①
④

2

①
④

3

①
④

国民の皆様の声・集計報告票

平成２８年１月１日～１月３１日受付分

社会・援護局（社会）

社会・援護局書記室
　管理係長　高橋健司（内線２８０３）
社会・援護局書記室
　管理係　菊池純一（内線２８０４）

部局（課室）名

照　会　先

国民の皆様の声
把握方法別件数
（本省受付分）

来訪 電話 手紙 FAX 合計

0 510 33 30 102 675

メール

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を検討中、④国民の皆
様の声の内容を組織で共有する、⑤その他、に分類。

国民の皆様の声の
内訳

　政策・制度立案への提言 0

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 0

　法令遵守違反に関するもの 0

　その他 675

（主な国民の皆様の声）

項番 内　　容
対　　応

概　　要

冬季加算について、基準額が引き下げられたら生活が出来なくな
る。引き下げないで欲しい。

　ご意見としてお伺いしました。
冬季加算については、社会保障審議会生活保護
基準部会の検証結果を踏まえ、最低限度の生活の
維持に支障が生じないよう配慮をしつつ、慎重に見
直しを行うものであります。
今回の見直しは、各地域における冬季に増加する
光熱費の支出額や、近年の光熱費物価の動向など
を踏まえて見直すものであります。
なお見直しに当たっては、傷病・障害で常時在宅し
ているといった特別な事情がある場合に、賄えない
光熱料への配慮など最低限度の生活の維持に支障
が生じないよう対応することとしています。

住宅扶助基準額について、基準額が引き下げられたら引っ越さな
くてはならなくなる。引き下げないで欲しい。

　ご意見としてお伺いしました。
住宅扶助基準については、社会保障審議会生活
保護基準部会の検証結果を踏まえ、最低限度の生
活の維持に支障が生じないよう配慮をしつつ、慎重
に見直しを行うものであります。
また、今回の住宅扶助の見直しに当たっては、既
に入居されている方への配慮として、
① 現在の家賃が基準額を超える場合においては、
見直し後の基準額の適用を当該住宅の契約更新時
まで猶予
② 現に入居している住宅に引き続き住み続けるこ
とが、当該世帯の自立助長の観点から必要であると
認められる合理的な理由がある場合は従前の基準
を適用
などといった措置を講じ、最低限度の生活の維持に
支障がないよう対応したい。
なお、転居が必要となる場合は、転居費用を支給
するなどといった措置を丁寧に講じ、最低限度の生
活の維持に支障が生じないよう対応することとしてい
ます。

年金や最低賃金と比べても生活保護費は高すぎる。もっと下げる
べきではないか。

ご意見としてお伺いしました。
生活保護の基準額は、国民の健康で文化的な最
低限度の生活の需要を満たすものであって、それを
超えてはならないとされております。
基準額については様々なご意見がございますが、
生活保護制度が今後とも国民の信頼を得られるよ
う、適時適切に必要な見直しを図り、国民の皆様の
ご理解、ご納得の得られる制度となるよう努めてま
いります。
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分類

4

①
④

5

①

6

①

7

①

8

①

9

①

なぜ外国人に生活保護を適用するのか。生活に困窮する外国人
は母国で保護すべきではないのか。

ご意見としてお伺いしました。
生活保護法自体は日本国民のみを対象としており
ますが、日本人と同様に日本国内で活動できる方と
して永住者、定住者等の在留資格を有し、適法に日
本に滞在する外国人の方については、行政措置とし
て生活保護法に準じて必要と認める保護を行ってい
ます。
これは、人道上の観点から行っているものであり、
生活に困窮する外国人の方が現に一定程度存在し
ている現状を踏まえれば、外国人に対する生活保護
を行う必要はあると考えます。

（主な国民の皆様の声）

項番 内　　容
対　　応

概　　要

介護福祉士及び社会福祉士の資格取得方法について、どのよう
な取得方法があるのか教えてほしい。

士士法に基づく各資格取得ルートについて詳細を説
明し、ご了解いただきました。

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を検討中、④国民の皆
様の声の内容を組織で共有する、⑤その他、に分類。

生活福祉資金の申請の仕方、申請窓口を教えてほしい。 生活福祉資金の貸付決定は、各都道府県社会福祉
協議会で行っており、まずは最寄りの市区町村社会
福祉協議会へ相談されるようご案内いたしました。

（年金生活者等支援臨時福祉給付金について）
高齢者向けの年金生活者等支援臨時福祉給付金の支給開始
時期を教えて欲しい。

支給開始時期は、市町村によって異なるため、お住
まいの市町村にお問い合わせいただくよう、ご説明
しました。

社会福祉法に基づく社会福祉主事任用資格の取得方法について
教えてほしい。

社会福祉法に基づく資格取得方法について詳細を
説明し、ご了解いただきました。

（臨時福祉給付金について）
平成２６年度の申請受付が終了してしまったのだが、今からでも申
請は可能か。申請を受け付けてもらえるよう、国からも自治体に指
導してほしい。

市町村で定めた申請期間内での申請手続きが必要
であり、また、国から自治体に対し、そういった指導
は出来ない旨、ご説明し、ご理解いただけるようお願
いしました。
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件 件 件 件 件 件 件

件

件

件

件

分類

1

①
④

2

FAX

0

合計メール 地方自治体

0 44

国民の皆様の声・集計報告票

部局（課室）名 社会・援護局障害保健福祉部

平成２８年１月１日～１月３１日受付分
照　会　先

【企画課】
　課長補佐　小野田　知子（内線３０１１）
　主査　　　　近藤　琢磨 （内線３０１６）
（ダイヤルイン　０３－３５９５－２３８９）

国民の皆様の声
把握方法別件数

来訪

94

国民の皆様の声の
内訳 　法令遵守違反に関するもの 0

電話 手紙

0 48

　政策・制度立案への提言 0

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 13

　その他 81

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③政策・制
度の改善等を検討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する、⑤その他、に分類。

（主な国民の皆様の声）

項番 内　　容
対　　応

概　　要

各種障害手帳を統合して欲しい。また、身体、知的、精神の
種別に関わりなく、ＪＲや公共施設の割引などの優遇措置を
適用して欲しい。

それぞれの障害者手帳制度について
説明をしました。
各種援助施策については、支援の充
実が図られるよう、各自治体、事業者
等に働きかけを続けていく旨お伝えし
ました。
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件 件 件 件 件 件

件

件

件

件

分類

1

①

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を検討中、④国民の皆様の
声の内容を組織で共有する、⑤その他、に分類。

（主な国民の皆様の声）

項番 内　　容
対　　応

概　　要

0 95 0 0 2

国民の皆様の声の
内訳

　政策・制度立案への提言 6

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 36

　法令遵守違反に関するもの 0

　その他 55

介護保険施設職員の方より、認知症であり、かつ家族や成年後
見人のいない利用者の、マイナンバーが記載されている書類を
施設で保管してよいかどうか、問い合わせをいただきました。

利用者本人、家族や成年後見人等の代理人が
保管することが基本であることを説明しつつ、困
難な場合は施設において保管しても差し支えな
い旨、留意点とともにご説明いたしました。

国民の皆様の声・集計報告票

部局（課室）名 老健局総務課

平成２８年１月１日～1月３１日受付分
照　会　先 総務課企画法令係 (内線3917)

国民の皆様の声
把握方法別件数
（本省受付分）

来訪 電話 手紙 FAX 合計

97

メール
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件 件 件 件 件 件

件

件

件

件

分類

1

①

2

①

3

①

国民の皆様の声・集計報告票

部局（課室）名 保険局

平成２８年１月１日～１月３１日受付分
照　会　先 総務課　田中補佐（内線３２１６）

国民の皆様の声
把握方法別件数
（本省受付分）

来訪 電話 手紙 FAX 合計

0 314 0 0 78 392

メール

（主な国民の皆様の声）

項番 内　　容
対　　応

概　　要

国民の皆様の声の
内訳

　政策・制度立案への提言 45

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 71

　法令遵守違反に関するもの 0

　その他 276

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を
検討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する、⑤その他、に分類。

薬剤服用暦管理指導料が処方薬を受け取った時に算入さ
れていたが、毎回同じ薬を受け取っており、この管理指導料
が必要な理由を教えてほしい。

薬剤師が薬学的管理、指導及び服
薬状況の確認等を行う必要性がある
旨をご説明しました。

海外での医療費が高額となった場合、海外療養費のと併
せて高額療養費の制度を利用できるのか教えてほしい。

海外療養費は、国内での保険診療
に置き換えた総医療費の７割が給付
される制度です。また、３割の自己負
担分が自己限度額を超えていれば高
額療養費の対象になる旨を説明しま
した。

70～74歳の方の負担割合が1割になる場合について教え
てほしい。

平成26年4月以前に既に70歳に達し
ていた方、もしくは障害認定を受けて
後期高齢者医療制度に加入された方
で、住民税課税所得が145万円未満
の方が該当する旨を説明しました。

18



件 件 件 件 件 件

件

件

件

件

（主な国民の皆様の声）

分類

1

①
④

国民の皆様の声・集計報告票

平成２８年１月１日～１月３１日受付分

年金局総務課

課長補佐　高宮（内線３３１６）
（代表）０３-５２５３-１１１１

部局（課室）名

照　会　先

国民の皆様の声
把握方法別件数
（本省受付分）

来訪 電話 手紙 FAX 合計

0 77 0 0 48 125

メール

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を検討中、④国
民の皆様の声の内容を組織で共有する、⑤その他、に分類。

年金の義務化をどうかかえてください。毎月高い年金を
払って将来貰えるかわからない。だったら自分で貯金
をしていた方がいいです。

現在の公的年金制度は、現役世代の方が納める保険料
を高齢者などの年金の給付に充てるという世代と世代の
支え合いの考え方を基本としています。また、保険料収入
以外にも、積立金や国庫負担が年金の給付に充てられて
います。
したがって、今保険料を納めている方々が年金を受給さ
れる際の給付の原資は、その時の現役世代の納める保
険料や積立金、国庫負担となります。少子高齢化の進む
中で、長期的には給付水準はゆるやかに低下していく見
通しですが、我が国において経済活動が営まれている限
り、将来の保険料収入や税収入がなくなることはありませ
んので、年金が受け取れなくなることはありません。
もし公的年金制度がなかったら、私たちは、親の老後を仕
送りなどで支えたり、自分自身の老後に自分だけで備えた
りする必要がありますが、自分が何歳まで生きられるの
か、長い人生の間に、経済の状況や社会の在り方がどう
変化していくのかは予測できません。途中で重い障害を
負ったり、一家の大黒柱が亡くなってしまうこともありえま
す。個人や家族だけで対応しようとしても、必要な額の貯
蓄ができなかったり、貯蓄のために必要以上に生活を切り
詰めたり、家族や子どもに頼ることができなくなったりする
ことも起こりえます。これらに対しては、社会全体で対応し
た方が確実で効率的であり、世代を超えて支え合うこと
で、その時々の経済や社会の状況に応じた給付を実現す
ることができます。
このように、公的年金制度は、予測することができない将
来のリスクに対して、社会全体であらかじめ備え、生涯を
通じた保障を実現するために必要なものですので、ご理
解をいただければと思います。

国民の皆様の声
の
内訳

　政策・制度立案への提言 53

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 60

　法令遵守違反に関するもの 0

　その他 12

項番 内　　容
対　　応

概　　要
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(参考）

本部分
 件  件  件  件  件  件  件

地方分
 件  件  件  件  件  件  件

合　計
 件  件  件  件  件  件  件

件

件

件

件

分類

1

①
④

2

①
④

3

①
④

4

①
④

5

①
④

国民年金の加入のみだった配偶者が死亡した場合、18歳未
満の子供がいなければ残された配偶者へ遺族基礎年金が支
給されないのは納得できない。救済措置を考えて欲しい。

被保険者の標準報酬月額変更と、保険料額について、報酬
月額変更後3か月を経て4か月目に速やかに届出するとして
も、報酬月額変更後の3か月分については、報酬月額変更前
の保険料額が適用されるとする制度に納得がいきません。大
幅減額の場合、およそ支給額に見合わない保険料額となり
整合性・合理性を欠く。

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を検
討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する、⑤その他、に分類。

国民年金第3号被保険者の制度は見直すべきである。本人
は保険料の負担をしていないのに受給するというのは不公平
であるし、厚生年金保険料を納付している被保険者の負担に
もなる。

111 85

（主な国民の皆様の声）

1

0

45 1

　政策・制度立案への提言

国民の皆様の声の
内訳 　法令遵守違反に関するもの

　その他

0

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む）

77

676

国民の皆様の声・集計報告票

日本年金機構

サービス推進部
　お客様の声グループ長　 　宇津木　伸孝
　　　　　　 　　　　　　　　 　 　  若生　裕輔
（代表電話）03－5344－1100  （内線 3173）平成２８年１月１日～ １月３１日受付分

国民の皆様の声
把握方法別件数

合計

0

243

111 448 69 3 121

0

1 753

0

メール

121

部局（課室）名

照　会　先

来訪 電話 地方自治体手紙 FAX

363 24 2 510

対　　応
内　　容

国民年金保険料の免除制度について、厚生年金保険制度に
は産前産後休業期間中・育児休業期間中の保険料の免除が
あるのに対し、国民年金保険制度にないのはおかしい。国民
年金保険制度にも、産前産後休業期間中・育児休業期間中
の免除を加えるべきだ。

障害基礎年金2級の受給者が、症状が軽減されたとして年金
が支給されなくなるケースがあると聞いた。症状が軽減され
たとしても労働に制限がかかる状態と思うため、障害基礎年
金にも3級を導入するなどの制度改正をして欲しい。

項番

現行制度について説明をしたうえで、
貴重なご意見として承り、厚生労働省
へ伝える旨説明しました。

概　　要

現行制度について説明をしたうえで、
貴重なご意見として承り、厚生労働省
へ伝える旨説明しました。

現行制度について説明をしたうえで、
貴重なご意見として承り、厚生労働省
へ伝える旨説明しました。

現行制度について説明をしたうえで、
貴重なご意見として承り、厚生労働省
へ伝える旨説明しました。

現行制度について説明をしたうえで、
貴重なご意見として承り、厚生労働省
へ伝える旨説明しました。
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分類

6

①
④

7

②
④

8

①
④

9

①
④

10

④

（主な国民の皆様の声）

項番 内　　容

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を検
討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する、⑤その他、に分類。

種類が同じ年金の支払は分けることが
できず、一つの金融機関・口座に振り
込みがされることをご説明しました。

生活費の管理上、年金を二つの口座に分けて振り込みをした
い。年金基金が解散したためそれまで別々だった年金の支払
いが一本化され不便である、とのご意見をいただきました。

免除の手続きなどに不利益が起こらないように、国民年金の
加入手続きに漏れがあった場合の勧奨は早く行ってほしい。

現在の加入勧奨のスケジュールを説明
し、ご理解をお願いしました。

〇〇様の説明が非常にわかりやすく凡人にも、ハッキリと理
解できました。お話を聞いて安心しました。今後も活躍を期待
します。ありがとうございました。
（その他88件のおほめの言葉をいただきました。）

これらの声を糧として、今まで以上に
サービス向上に努めてまいります。

年金事務所へ電話相談をした際に受話器をガチャンと大きな
音でおかれることがあり非常に不快に感じる、等の職員の電
話対応スキルについてご指摘をいただきました。
（その他87件の職員の相談スキルや電話対応等に関するご
意見がありました。）

当該年金事務所等にて事実確認を行
い、必要な指導を行いました。
また、お客様との対応において、終話
後もお客様対応は終了していないこと
を自覚し、お客様に気持ち良く相談を
終えていただくことを心がけます。

源泉徴収票等について、内容がわかりづらいものがあるの
で、もっとわかりやすくしてほしい。

日本年金機構にて作成する文書につ
いて、記載内容をわかりやすい言葉に
置き換えるとともに、外部モニターを加
えたお客様向け文書モニター会議等に
おいて審査をし、記載内容をわかりや
すくするよう、引き続き取り組みを行い
ます。

対　　応

概　　要
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